
令和６年度第２回
府中市教育委員会いじめ問題対策委員会

日時：令和７年１月２４日（金）午前９時３０分から

於：府中市役所「おもや」４階A４０１会議室
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資料１



府中市立小・中学校におけるいじめの現状と
取組状況について

１ いじめの状況 (令和５年度）

（１）いじめ認知件数の推移

（２）学年別 いじめ認知件数

（３）解消しているものの割合

（４）いじめ発見のきっかけ

（５）いじめられた児童・生徒の

相談状況

（６）いじめの態様
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２ いじめ防止等に向けた取組 （令和６年度）

（１）小・中学校の取組

（２）市教育委員会の取組

３ 今後の対応
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１ いじめの状況 いじめ認知件数の推移（小学校）



１ いじめの状況 いじめ認知件数の推移（小学校）
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１ いじめの状況 いじめ認知件数（中学校）

0

50

100

150

200

250

300

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

いじめ認知件数（中学校）

市立中学校の認知件数合計



6

１ いじめの状況 いじめ認知件数の推移（中学校）
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１ いじめの状況 学年別 いじめ認知件数
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小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

R03 160 228 125 141 153 106 33 17 7

R04 159 147 125 156 114 91 22 14 1

R05 125 138 109 97 87 71 47 23 6
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１ いじめの状況 解消しているものの割合

8（※）各年度の年度末時点での解消率

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

市立小学校 90.2% 83.3% 98.3% 99.6% 94.3% 97.8% 78.1% 73.9% 89.4% 84.8%

都内小学校 88.1% 84.8% 93.1% 86.9% 83.2% 84.0% 76.7% 80.8% 76.8% 77.50%

市立中学校 87.0% 96.9% 100.0% 99.5% 100.0% 99.3% 96.8% 82.5% 70.3% 75.0%

都内中学校 88.1% 89.4% 92.1% 87.3% 84.1% 84.4% 79.2% 80.0% 78.5% 77.5%
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１ いじめの状況 いじめ発見のきっかけ
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１ いじめの状況 いじめられた児童・生徒の相談状況

10
（※）該当する件数÷いじめの認知件数×１００（％）



１ いじめの状況 いじめの態様
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（※）該当する件数÷いじめの認知件数×１００（％）
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１ いじめの状況 いじめ問題対策委員会の成果

ア いじめの認知件数（中学校）の増加

・中学校の認知件数が増加（R4：37件 R5：76件 39件増）

イ いじめ発見のきっかけ
・小学校「学級担任による発見」が増加

（R4：3.9％ R5：29.8％ 25.9P増）
・中学校「学校の教職員等が発見」が増加

（R5：56.7％ R6：65.7％ 9P増）

ウ いじめられた児童・生徒の相談状況の改善

・小学校・中学校ともに「誰にも相談していない」が０％
（R4：小学校0.1％ 中学校13.5％）



２ いじめ防止等に向けた取組（令和６年度）（１）小・中学校の取組
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ア 「府中市いじめ防止対策推進条例」に基づく子供たちへの指導
→年間指導計画に基づく「いじめに関する授業」の実施
→いじめは絶対に許されない行為であることの指導の徹底

府中第二小学校第５学年「いじめに関する授業」の様子



２ いじめ防止等に向けた取組（令和６年度）（１）小・中学校の取組
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イ 保護者・地域と連携した対応

→保護者会や地域懇談会等の機会を捉え、教員一人一人が「府中
市いじめ防止対策推進条例」の趣旨を説明し、見守り体制構築
等へ協力を依頼

→学童クラブ、放課後子供教室等との連携

→「学校いじめ防止基本方針」の更新に向けて、
スクールコミュニティ協議会において意見聴取を実施
(意見例) ＳＮＳを通したいじめ防止等の取組の具体、

保護者・地域の役割の明記 等

子供たちを社会総がかりでいじめから守る



２ いじめ防止等に向けた取組（令和６年度）（１）小・中学校の取組
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ウ タブレット端末等を活用した学校生活アンケート等の実施



２ いじめ防止等に向けた取組（令和６年度）（１）小・中学校の取組
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期待される効果
１ タブレット端末を活用することで、生徒の心の健康状態を学級担任だ
けではなく、管理職や生活指導主任、学年の教員等と即時共有するこ
とができる。

２ タブレット端末を活用することで、生徒が自分の不安や悩み等を表出
しやすくなる。

３ 生徒が、担任だけではなく様々な教員や関係機関に援助要請をするこ
とが容易になる。

４ 不登校及び不登校傾向の生徒や長期休業期間等、教員が直接対応す

ることができない場合にも、時間と空間を越えて実施することができる。

ウ タブレット端末等を活用した学校生活アンケート等の実施



２ いじめ防止等に向けた取組（令和６年度）（１）小・中学校の取組
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心の天気図（７月）

晴れ 曇り 雨 雷

心の天気図（8月）

晴れ 曇り 雨 雷

心の天気図（9月）

晴れ 曇り 雨 雷

心の天気図（10月）

晴れ 曇り 雨 雷

ウ タブレット端末等を活用した学校生活アンケート等の実施

A中学校「心の健康観察」の調査結果

「雷」マークの早期対応が必要な児童・生徒は、毎月２～３％いる。
「雨」マークの児童・生徒は、毎月13％程度いる。

面談、スクールカウンセラーとの接続、保護者との連携など、
積極的な支援を実施



２ いじめ防止等に向けた取組（２）市教育委員会の取組【新規】

18

ア 「いじめeラーニング」を全教員に実施し、いじめの定義や「学
校いじめ対策委員会」によるいじめの認知の流れ等について確認

１ 目的
いじめ問題等に関わる教職員の理解度を確認し、いじめ問題への対応力向上を
図る。
２ 実施期間
令和６年１１月１日（金）から令和６年１１月３０日（土）まで

３ 対象
市立小中学校 全教員



２ いじめ防止等に向けた取組 （２）市教育委員会の取組【新規】

19

イ 府中市教育委員会いじめ問題対策委員会で協議された内容を
踏まえた取組の充実

「府中市教育委員会 いじめ問題対策委員会」 周知・啓発リーフレット



２ いじめ防止等に向けた取組 （２）市教育委員会の取組【再掲】
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ウ 「府中市いじめ防止対策推進条例」に基づく各学校におけるいじ
め防止等の取組が、確実に行われるよう支援
→学校からの報告をもとに、被害の子供のケアや保護者対応、再発
防止策等に指導・助言

エ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、教育相談、
児童相談所、民生・児童委員、保護司及び警察等の関係諸機関と
連携した対応
→生活指導主任会への関係諸機関の参加及び円滑な連携に向けた研

修会の実施

オ 小学校第５学年及び中学校第１学年生徒へのスクールカウンセ
ラーによる全員面接の実施
→事前アンケートを実施し、児童・生徒の状況を踏まえて面接順を
設定
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オ スクールロイヤー制度の活用による未然防止と早期解決
→いじめ対応等に関する学校管理職向け研修会の実施
→いじめ対応等に関する法務相談の実施

カ 生活指導主任会における効果的ないじめ防止等に向けた
研修・検討・協議
→いじめの積極的な認知に向けた研修の実施、
学校いじめ対策委員会の運営方針や校内研修についての協議

キ 校内研修及び若手教員育成研修会等における研修の実施

２ いじめ防止等に向けた取組 （２）市教育委員会の取組【再掲】
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３ 今後の対応【新規】

【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

ア 魅力ある学校づくりの推進【きずなづくり】

→全ての教育活動において、
特別活動の特質や役割を意識
し、「発見すること」「対話
すること」「決定すること」
「表現すること」の４つの視
点を重視した教育活動を展開
する。
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【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

イ 魅力ある学校づくりの推進【居場所づくり】

→エデュケーション・アシスタントを活用し、いじめの認知件数が
多い小学校第１学年から第３学年を対象に学習指導及び生活指導
の支援の充実を図る。

→子ども発達支援センター「はばたき」との連携を強化し、保健師
と指導主事による学校訪問の実施や相談体制の充実など、安定し
た学校・学年・学級づくりを支援する。

３ 今後の対応【新規】
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３ 今後の対応【新規】

【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

ウ いじめ重大事態やいじめ重大事態の疑いのある事案発生時の組織

的な対応の徹底

→教育委員会との連携や校内における連絡体制、「学校いじめ対策

委員会」によるいじめの認知の流れについて、チェックリストや

フローチャートを活用して徹底
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３ 今後の対応【新規】

【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

エ 加害の児童・生徒に対する指導及び支援

→いじめが発生した際に、加害の児童・生徒に対して、いじめをや

めさせ再発を防止するために、長期的な対応方針を定め、組織

的・継続的な指導及び支援を実施する。

→加害の児童・生徒の家庭の環境や保護者とのコミュニケーション

を見直し、家庭と連携した指導の充実を図る。

→いじめの行為を行う背景に配慮しながら、スクールカウンセラー

やスクールソーシャルワーカーなど、心理的な面や福祉的な面か

らの継続的な支援を実施する。
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【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

オ 豊かな情操と道徳心の育成

→子供たちが互いの人格を尊重し、思いやりの心をもって他者と関

われるよう、全教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実

を図る。

カ 子供と教職員の信頼関係の構築

→子供たちが躊躇なく教職員に相談できるよう、日常からのコミュ

ニケーションと子供の言葉を受容的・共感的に聴く姿勢を示す。

３ 今後の対応【再掲】



３ 今後の対応【再掲】
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【いじめの未然防止・早期発見・早期対応の一層の充実】

キ 教職員の鋭敏な感覚によるいじめの認知

→「いじめ発見のためのアンケート」の活用だけではなく、学級担

任等の教職員による日常的な対話や注意深い観察から子供の些細

な変容を見逃さず、迅速な支援を「学校いじめ対策委員会」を核

とした組織的対応を実施する。

→心や体調の変化の早期発見・早期対応のための「心の健康観察」

の効果的な実施に向けた検証を行い、全校に周知する。
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４ 協 議

（１） いじめ重大事態の防止に向けた取組の充実について

（２） 加害児童・生徒に対する指導及び支援について


